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【分　布】

■主に函館市沿岸に生育。分布範囲

としては、北海道では松前小島から

函館、噴火湾を経て室蘭付近まで、

青森県では大潤崎、竜飛岬などの

一部。

【形　態】
■垂の長さ1．5～3．0m、幅20～50cm

■秦の色　褐色

1秦の全面に大小の龍紋状の凹凸紋様

一一　を有する。

【生　態】

●冬から掛こかiナ⊂幼体が伸長し、夏には

先端部から枯れて短くなる。冬に再生

した2年目の薬は、春から初夏までの

間に著しく生長し、晩秋に成熟して

遊走子という胞子をつくる。

■生育場所は、通常水深10～25mの

岩礁上に生えるが、場所によっては

それより浅い場所にも認められる。

■多年性の海藻で、2年、3年と年齢が

高くなるほど葉状部は大型・幅広の

傾向がある。

【特徴および利用】

『ガゴメは粘質に富むことから、伝統的

な食材として、おぼろコンプ、とろろ

コンプ、納豆コンプ、塩コンプ、きざみ

コンプ、根コンプ、松前損などの良質

の商品に利用されてきた。

国ガゴメの特徴とされている「ヌメリ」

の主成分は、アルギン酸、ラミナラン、

フコイダンで、これらは水溶性粘性

多糖類または水溶性食物繊維と呼ば

れている。

■現在では、ガゴメのまろやかな味が

見直され、健康にも良い成分が含まれ

ていることから、様々な食べ方が工夫

され、健康補助食品、化粧品等の

開発も進められている。

ガゴメ
（褐藻コンプ目コンプ科トロロコンプ属）

学名：埠㌦′“川わ仙rm－ゆJJ〝れ町▼abe

異名：ガゴメコンプ、ガモメ、ガモ



ツルモ　Cねの血刀肋椚

分布：北海道、本州、四国
九州、朝鮮半島、中国

・長さ1～5m、幅2γ5mm

暮盤状の付着器

エンドウコンプ上〟朋加〟血〝〃血〟〃〟

分布：北海道噴火湾
・長さ50－100cm、幅15～30cm・凹凸紋様
・細い茎、繊維状の付着器

参考資料　宮部金吾「北海道昆布科植物」
岡村金太郎「日本海藻図譜」「日本海藻誌」
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マコンブ上〟椚加〟血卸〃〃わ〝

分布：北海道南部、
本州津軽海峡側及び
北部太平洋沿岸

・日本のコンプ類を代表する種
・長さ2～4m、幅20～35cm

・2年生
・縁辺部は波打ち中帯部は広い

ミツイシコンプ

上〟桝加〟〟〟〟喝〟∫細山

分布：北海道日高地方沿岸～
噴火湾、渡島半島汐首岬
青森県太平洋沿岸・

・長さ3～8m、幅7～15cm

・多年生
ヰ帯部が細く一本の溝のよう

・粘液腔道の発達が遅い

一2‘一



ホソメコンブ上〟朋〃加〝血伸〟

分布：北海道渡島福島～羽幌
利尻・礼文島、
青森県津軽海峡、青森県～
宮城県の太平洋沿岸

・長さ40～150cm、一幅5～15cm

・縁辺部は緩やかに波打つ
またはほとんど平坦

・水際から水深1m程の浅い所や、
水深7m程の所にも生育する
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スジメ　Cbgね血で〃∫血血

分布：北海道全沿岸、
青森～宮城県付近、
朝鮮半島、アラスカ、
カナダ各地
カリフォルニア等

・長さ1～3m、幅10～20cm

・縦に走る5本のスジ

・雲紋状の凹凸
・粘液腔道はなく、

粘質はほとんどない

分布：北海道全沿岸、
青森県下北半島、
朝鮮半島、サハリン、

千島列島～アラスカ州

・長さ20～100cm、幅20ん50cm

・葉の形は円形～嘩円形
・葉面に多数の丸い孔
・中帯部は細い
・粘液腔道はなく、粘質に乏しい

〆4一
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チガイソd血血G脚的肋

タr布：室蘭～渡島半島恵山岬
および津軽海峡沿岸、
青森～宮城県の
太平洋沿岸

・長さ1．5～2m、幅5～7cm

・多年生
・中肋の両側からしわのある
葉を出す

ワカメ　仇血血夕加〃〟柳血

分布：稚内より室蘭に至る
日本海、
日本海のほぼ全域

・長さ1～3m

・1年生
・葉状部には硬い中肋があり、
そこから羽状の葉が多数でる

・茎にできる胞子薫くメカブ）は、
成熟する部分
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函館、磯藻の情景

北海道大学水産学部　安　井　　李

ぁのと亀、何の生命体も存在しなかった。天空には稲

光が無数に走っていた。海は高温でどろどろしており、

波頭に強烈な電撃が炸裂した。郡数億年前、原始の海で

喪生した藍藻くらんそう、bluか騨舶ndga。）のなかま

は、削、な体で太陽エネルギーを利用して有機物を合成

し、閉じこめられていた散素を海中へ開放し始めた。25

億年以上もの長い時間が過ぎ、地球は酸素ガスに充ちて

ォゾン膚に包まれた。有害な紫外線はほとんど地表へ到

達しなくなった。生物は多様なデザインが許され、繁栄

と衰退を重ねた。

海洋の端々に大型の藻が現れたのはどのような時代で

あったろうか。青白い月光の下でぬめやかな体を波間に

揺らめかせながら、形や色やライフサイクルを変えてき

たのだろうか。きらきらと輝く太陽光線をか奮った薄い

兼や繊細な分枝で受けとめ、海中で色とりどりの林に奇

妙な形の小動物たちを楼まわせていたのだろうか。多く

のものはあまりに体組織が柔らかくもろいため、化石と

して残ることもなかった0

卦、太古よりさかのぼって、海域こ生育し肉眼で認め

られる大きさの藻のことを海藻（かいそう、marino

alg80、80細Od8）という。体色によって緑藻くりょく

そう、gr的nalg80）、褐藻（かっそう、browndgaQ）、

紅濃くこうそう、－Oddg80）に大きく分類されている

これらの植物は、決して花を開き種手をつけることがな

い。代わりに、水中で様々な生殖方法を使って増える。

全ての海藻は、細胞内に光合成を行う装置＝葉緑体を

持っており、主要な光合成色素ク■ロロフィルa（線色）

が共通に存在するが、3分頼群で補助色素の構成は異な

る。褐藻ではフイコキサンチン（黄褐色）、紅葉ではフェ

コピリン（赤色）などが大量に含有するため緑色がまっ

たく目立たず、褐藻は茶系、紅藻は赤系で、独特な色調

が体こ表れる。かつて青色、黒色、銀色などを示す海藻

もあったのだろうか、■地表のどこにもそのような痕跡ま

見つかっていない。緑藻はクロロフィルもを備えていて、

陸上植物にある光合成色素の構成と同じである○庭先に

図1茂辺地の平磯。海岸線が大きな弧をえがき正面

に函館山が浮かんで見える。

見える緑の葉を持つ耳や木々も、祖先は緑藻のなかまか

ら遭いあがって善たらしい○

日本列島は南北に細長く、沿岸を黒潮、対馬暖流、親

潮などが走り混じるため、亜寒帯、温帯、亜熱帯の海藻

が分布して、豊かな榔相を示す○

大陸の東端でかけらのように配癒したこれら島々に・

何処からか人達が海を渡って住み削、た01M年前には、

様々な海藻が神事、贈り物、薬、食材として用いられて

おり、生えている時の美しい様子は数多くの古歌に詠み

込まれていた。既に海藻はこの国の社会、文化に深く根

づいて、独特な要素を振りかけていたのである○アマノ

リ、ワカメ、ヒトエグサは淡白な味がうけた○強い香と

濃密な味を持つコンプは長寿のイメージや希少価値があっ

た。コンプを求めて北方と束の間に海の交易が開かれ、

盛んになる。教官年以上前より、蝦夷ケ島の南端七採れ

るコンプといえば最上質の評価であった。そのコンプを

送り続ナていた商館の海（図1）は、対馬暖流の支流と

親漸寒流が出会い複雑に混ざって、環境の諸要素が微妙

なバランスで成り立っている○

渡島半島の南端、立待岬を中心とした約100血の沿岸

域には、現在150種以上の海藻を認めることができる。

これらのなかから、春から秋の期間に、海岸をそぞろ歩

きして出会う身近な種、函館ならではの種を幾つか拾い

上げて、この紙の上に並べてみよう○

一冨一



閂4　ウ　ガ　ノ　モ　ク

ウガノモク

（穐藻　ウガノモク科伽わ■d相加血血飢血）

ウガノモク科やホンダワラ科の植物はみかけ上、板、

茎、葉が明瞭に分かれているが、組織まどこを切っても

表層（ひょうそう）、皮層（ひそう）、髄層くずいそう）

の構成でほぼ同じである。

根のことを海藻では付着暴くふちゃくさ）というが、

この種では径1－2皿の円盤状で通常1本の墓が生じ、

そこからかじ棒状の側杖くそくし）を何本も出す（図4）。

側枝からは輪状の小枝が多数出て、2－3月頃から急に

長くなる。件下部は濃褐色で上部側枝、小枝、気抱く善

はう、葉や枝が変形し七なかに空気がつまったものでこ

れらを多数つけたホンダワラ類は水中で浮さ立つ）は浅

い特色を皇している。兼は細長く全線で、坤は3－6

個が遵接し緩くくびれた念珠状となる（図・4）。諷体は

1－3mに伸長する。函館では5月中旬から7月中旬が

成熟期である。雄雌異株（しゆういしゅ）で、生殖器床

（せいしょくさしょう、なかに相子または卵をつくる特

殊な小枝）は気胞の先端に生じ、下部が太く上部は細い

トウガラシのような形をしていて表面は小舟状をなす。

堆株の生殖器床を横断すると生殖巣内には多数の透明

な袋状の遺構暴くぞうせい卓、径劫一油〝m、1〟mここ

0．001皿）があり、このなかには別個の精子ができてい

る。袋が破れて海中に泳ぎ出た精子の細胞（図4）は、

透明な洋梨型（長さ約4〝m）で、前方が薄く洗いスカー

ト状になっている。スカートの兵からでる前（まえ）べ

ん毛は更に側面に多数の細毛を生やしたブラシ状で、活

．発な波状運動を行い細胞を前進させる〇枚（うしろ）べ

ん毛はスカートの口近くの腹側より出るが、前べん毛の

ような細毛はなく、勤毒も緩慢であまり屈曲することが

ない。このように、2本のぺん毛を持つこ皐や前べん毛

がブラシ状であることは、褐藻類の遁走細胞（ゆうそう

さいぽう、べん毛があり遊泳する生柵胞の絵称）に共

通の特徴である。細胞のなかには1セット分の染色体、

－一個の葉樟体、それiこ少数のミトコンドリアが入ってお

り、ミクロのマリン・㌣ヤトルはウガノモクの卵に出会

う旅を試みる。

雌株の生殖巣の内壁には数鰐の生卵器（せいらんさ、

卵を入れてりる袋状細胞）が存在し、それぞれで3回の

核分裂（このうち第1回目が減数分裂）が生じて8個の

咳く単相n）ができるが、その後7核は消失し残った1

核が中央へ配置し真の卵核となる。卵は充分成熟すると

●生殖巣から孔を通って一斉に外へ放出されるが、ゼリー

状の粘液質に包まれているため卵群は生殖器床表面に一
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定期間留まっている。放出卵は球状やラグビーボール形

（径約100〝m）で、淡褐色、樽に核の周囲には多くの葉

緑体が存在する（図4）。泳ぎ集まって重た冊子と受棉

し、卵割が始まる。幼胚（ようはい複相2m）は発生が

進み10数細胞以上になると、下部から仮棍（かこん）が

伸びてタコのような形態を示す（図4）。このころ、ゼ

リー状物質はかなり緩くなり■、幼胚は雌株の生瀬器床を

離れて、汝に青い移動する。岩盤に薯底できたものは、

そこで新しい藻体に生長してゆく。

現在利用されていないが、ヒジ串と同等かより軽い味●

でおいしい。

ウガノモクという和名は函館東海岸幸賀浦の地名に由

来する。宇糞とは、昔、志海苔から小安（おやす）あた

りまでの沿岸を指していたという。種小名鳥l止0品亡仇ぬ

くハコダテンシス）も函館産という意である。命名者は

この海藻に函館の思いをどのように込めていたのだろう

か。

1907年にこれを新種として報告した遠藤書三郎博士

（1874－1921）は，10－17才までの7年間を函館で暮ら

し、その後海藻学を専攻、札幌農学校の教授になられた。

研究はホンダワラ類、チガイソ頼、サンゴモ類、磯焼調

査など多岐にわたり、水産学、海藻学の発展に多大な功

績を残されている。コスジフシツナギという美しい紅藻

についても、との地で最初に発見したことにちなんで、

学名をエom例ねrねAl疏○血士朗虐おくロメンタリア・ハコ

ダテンシス）としている。結核のために46才で亡くなら

れたが、その闊達であった魂は、函館での少年時代や海

藻への数々の夢を追いながら、宇賀浦の海岸が見渡せる

立待岬の基に眠る。

マコンブ　（穐藻　コンプ科　ム肌血α血J呼仇如）

ム血血（ラミナリア）の属名は葉のことを意味し、

種小名J呼○血（ヤポエカ）は日本のことを示す。・数あ

る日本のコンプ頬を代表する種で、最も味が良いとされ

ている。はるか速く、箱館の名もなかった頃よりエビス

メ（蝦夷の昆布という意味）、志海苔コンプ、宇賀コン

プなどと称され、極めて貴重な植物であり京の人達（概

して臆病）が命懸けで手に入れようとした。

付着器は繊維状で、茎は太く短い（図5）。菜は笹状

となり幅20－35cm、長さは2－4m、・5m以上に達する

三－「
図5　マ　コ　ン　ブ

こともある○縁辺（えんべん）帝は汝うち、中帯（ちゃ

うたい）部は広く掛、。地理的分布は北海道南部、本州

津軽海峡側及び北部太平洋沿軌このうち福島町から噴

火袴までと下北半島北端では堂々とした形状の天然マコ

ンブが生育している。通常、水深5m前後のところで大

群落を形成するが、場所によっては水辣30m付近まで生

育することもある。春になると、函館湾では潮間帯下部

の岩上に1年目の若い体（劫一100Ⅷ）が多数者生して

いるのを観察できる。豊富な函館の海藻のなかで、マコ

ンブは代表として最もふさわしい種といえよう。

藻体の寿命は2年。1年目の体は次のような葉の再生

図6　再生期のマコンブ

・一■I
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を行う。1卜12月に、葉の基部付近から新糞が急に生長

し旧兼を突き上げる（図6）。 豪・≡の葉が共存し、そめ

境界域はくびれて妙な形を示す〇、1月下旬以降、ほとん

ど旧兼は流失し幅広い新葉だけ（2年目藻体）となる。

成熟期は通常8月下旬から11月下旬までの期間。逸走

子嚢（ゆうそうしのう、逝走子が生じ為袋状の細胞）群

は菜の表面にでさ、中帯革の下方に点在して、次第にそ

れらがつながって面積を増し上へ広がっていく。l逝走

子嚢内には32の遜走子（単相n）が形成しており（図5）、

それらは透明な洋梨形（長さ8〝m、喘4〝m）で、体

側面より前べん毛と後べん毛を出して海中をくるくる泳

ぎ回るく図5）。岩、転石などに付着すると発生を開始

し、顕微鏡的大きさの雄性配偶体か雌性配偶体となる

（図7ab）。前者は1造精器内に2ベん毛性の精子（細

胞は丸く径3－4〟m）を‾1個形成、放出する。後者は

細長い生卵器から卵く径15一瓢〝m）をぬるりと出すが、

この卵は、空となった生卵器の頂端に載ったまま柵子が

やってくるのを待つ（図7cd）。受精すると、ほどなく

卵割が始まり、若いマコンブ幼体（複椙2m）が生長し

てゆく　く図7e）。

マコンブの話のついでに、最も身近な海藻の一つワカ

メ（仇血血り血血朋肋）について少しふれてみたい○

ワカメはコンプ目植物チガイソ科の仲間で、ライフサイ

図7　マコンブの配偶体と幼胞子体（嘲徴鏡写真）

a雄性配偶体、b雌性配偶体、C生卵器、○卵割を始

めた受精卵・

図8　函館湾内の岩礁に繁茂するワカメ。写真は若い

茎か水両から突き出ているところで、春の磯は少し冷
たいか天然ワガメをウォチングするのに邁している。

クルの型はマコンブと同じ。付肴券は繊維状、葉状部は

太く硬い中肋（ちゅうろく）があり、そこからしなやか

な葉が羽状に裂けて多数出る。一年生の海藻であるが、

体長1－3mになる。茎には長いものや短いものがあり、

この部位に春から夏にかけて大きいひだができる。拍子

薫（ほうしよう）というワカメの生殖部分で、ここに逝

走子嚢が集まってできる。俗にメカブと呼ばれ、その味

を知る人にはたいそう好まれている。新鮮な胞子葉を軽

く湯にとおし、細かく粘りの出るまで刻んだものにちょっ

と醤油をかける。すぼらしく美味た思う。函館に住むよ

うになってはじめて食べたウニ丼もいいが、過ぎると口

のまわりにキョクヒ動物特有の死臭がまとわりつくのは

少し葬。その点、ワカメの胞子兼は常にすがすがしく大

勢のかたに好まれるのではないか。

春になると、函棺の岩礁各所には若々しい藻体が多数

自生しており、次第に生長する様を容易に観察でさる0

掛こ出るたびに、黒い岩盤やピンク色の石灰藻（紅藻サ

ンゴモ科）などの上で付着器をしっかりと広げたワカメ

・たちは、皆太い茎を突善出して葉を荒々しく揺らす姿で

我々を迎えてくれる（図8）。
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ヒジキ’（穐藻　ホンダワラ科　〟臓d血虚血血〉

春から夏にかけての季帝、瀧のひいた平らな岩礁地に

はヒジ牛が密生して絨毯のように見える（図12）。そん

な場所が函掛こは幾つもある。遭甫如ヒ取で、日本海中

部・北帝を除く本州全域、四臥九州、沖縄に分布する。

ヒジ牛といえば、海藻食品のなかで最も身近なものの

一つであり、黒い干からびたような小枝片をイメージし

易いが、生時の藻体は黄樺色や淡褐色を皇した多肉賞で、

見違えるほど若々しい。

付曽執ま太さ2－3加の繊維状で岩上を伽（はふく）

・し、ここより円柱状の茎（3－5鵬）が直立する。長さ

は雄一射皿になる。小枝は中空のかじ捧状か長い紡錘

形で、まばらに互生する（図13）。短く両端が細く中央

が膨れたものは気胞。兼は内厚のへら形で縁辺に鋸歯

（きよし、ノコギリ歯のような形状のこと）が卑り、幼

期に体下郡でみられるが、生長すると脱落する。小枝、

気胞、葉は、形が幾分違うだけで基本は同じ、同賞のも

のである。函館では8－9月上旬が成熟期で、このころ

の小枝や気胞は、少し引，由ると根元ムらはずれ易い。

雄雌異株で、円筒形の生殖着床（長さ約1Qh、鐘1－2

爛）がd、枝のわきに集って生じる。受精卵が雌性生殖暴

床上にしばらく留まってから幼胚が離れて、これらが次

鱒：曽義
図13　ヒ　　ジ　　キ

世代のヒジキ阜なる○ライフサイクルは前述のウガノモ

クと同じであるが、有性生殖の他に、付着霧の十好が伸

びてヒジ．牛の直立体となり栄養繁殖も活発○絨毯のよう

な群落を形成するのに役立っている。属名〟肋（ヒ

ジキ7）は同村金太称博士（日本に海藻学を創始した一

人、1鮎7－1935）が和名ヒジキ（音名ヒズキモ）からとっ

て命名した。血戚肋間血（フシフオルミス）という穫小

名は、紡錘形の意味でこ申海藻の小枝や気胞の形態から

つけられた。

ガゴメ（穐藻　コンプ科即曲棚血伽仰畑的伽）

ガゴメは、付曽器が繊維状で、兼は長さ1－3．m、塙

卸一別孤の笹の糞状である（図14）。よく生長した糞の

厚さは3鴎をこえる。葉表面に龍杖状の凹凸構棟があり、

それらは粗く大ぶりで、老成したものは模様が幾分不明

瞭になることがある。糞賞はかたい革質。苦い体は淡褐

色を示すが、．後に濃褐色を皇する。本種は、マコンブと

並べても見劣りのしない風格をそなえている。

成棚は9－12月。遁走字義群は、先ず葉の窪みに生

じてそれぞれがつながり面積が増え下から上へ広がる。

図14　ガ　　ゴ　メ
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図15　南茅部町沿岸のごく浅いところに生育してい

るガゴメ

ライフサイクルはマコンブと同じ様式である。マコンブ

より寿命は長く、少なくとも3年　生きることができ

る。葉の再生は晩秋から冬にみられ、幅の狭い旧兼を下

部より伸長して重た幅広い新葉が突き上げてゆく（図15）○

ガゴメの地理的分布はマコ．ンプとほほ重なり、函館一

噴火湾、下北半島北端である。垂直分布は、従来、マコノ

ンプより沖側に群落を形成する傾向にあったが、加数年

前より南茅部町沿岸などで分布状況が変化し始めた。天

然マコンブの群落域に没入し、更に浅いミツイシコンプ

の生育帯にまで広がってきて、今では、干潮時の水面真

下に大型の藻体を眩めることができる（写真16）。この

海底で、なぜガゴメは大きく躍進してきたのだろうか○

その時期を浜でおこった様々な出来事に凧らし合わせて

みるとヾ1970年頃より・南茅部町でマコンブの養殖が始ま

り規模が拡大していったのと一致するらしい。轍投

が増加したことによって、海藻の生育に対して主要な要

因になると考えられている光量、水質、水温、波動など

図16　再生中のガゴメ

a斬葉、b旧葉、G成熟部位．（遁走子姦）

が変化しているのだろうか。寿命が長く体力のありそう

なガゴメが他のコンプ類の着生場所を奪っていったのか。

他の海藻類で分布や種類相などが変化しているのか。い

まのところ碓かなことは判っていない。ガゴメの生態を

十分把握し、培養実験を行ってみて、生育状況を詳しく

調べる必要もあろう。この海藻の生活にはまだ謎の部分

が多い。

属名埠戯M血肋（シェルマニエラ）は海藻学者

Kj011m肌博士を記念してつけられた。

トロロコ■ソプ属植物の葉は、コンプ属のものに形態は

似るが、一生を遺して消えることがない表面の凹凸模様

を持つことが特長。

種小名dⅦ加的肋（タラッシフオリア）は厚兼という

意味。この属にはもう1種、道東と千島列島に生えるト

ロロコンプ好．仲川止劇好ある。ガゴメとトロロコンプの

生育地は北海道の両端で離れており、その中間地帯には

トロロコンプ属の植物は全く分布していないd

スギモク

く袖藻　ウガモク科　学名　伽叩九〇川山肌鮮血r佗）

3月中旬から4月上旬の潮の少いた朝、上畿町茂辺地

の平故に膝まで浸かって見渡した光景を私は思い出す。

目の前には、白い函館山がブルーグリーンの海に浮かび、

湾を小さな漁船が時折行き交う。この浅い海岸一帯には

スギモクが大群生しており、成熟すると変化した枝の先

がオレンジ色となって坤く。足元の海水は山々から流れ

出た雪解け水を含み底まで澄んでいる。スギモクはどの

図17　ス　ギ　モ　ク
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藻体も伽枝を上にひろげゆらゆら立って、それらの先に

はオレンジ色の丸い生殖器床（長さ5－7m）を多数つ

けている（図17）。生殖器床は中空で多肉質の壁に生殖

巣を形成する。雌雄異株、雄株と雌株が略1：1で寄り

添うように生育している。付着器は暦のある盤状。主枝

は径2－3mの円柱でそこから細く短い葉がまばらに生

える。側枝にはくさび型の蕪が密生し、杉の葉状を呈す

る。ライフサイクルはウガノモク、ヒジ牛と同じ様式で

ある。

スギモクは、他のホンダワラ類に比べると枝、葉、生

殖器官の形状が特殊。この美しくて妙な形の海藻は、200

年近く前、ロシアの探険船が日本海沿岸で採取してゆき

ヨーロッ′ヾに紹介された。種小名加聯血r用i（ラング

スドルフイ）は、発見者のLangSdorff博士を記念した

ものである。（ねα叩九〇川（コッコフォラ）の属名は小

果実をもつものという意味で、特長的な生殖器床の形に

由来する。

スギモクは、対馬暖流に洗われる九州から北海道、サ

ハリンまでの日本海沿岸に見られ、津軽海峡や宗谷海峡

で支流が入り込む地域虹も分布していることから、日本

海の成立後に発生した種類であろうと考えられている。

函館湾での見事な群落は他ではなかなか見ることのでき

ない景観である。

その他、函館近辺で生育しているホンダワラ属蝕叩α

脚には、次の7種がある。フシスジモク鼠fOn血此れ、

アカモク乱入omed、ミヤベモク且mむ¢は、タマハハ

キモク風〝仏書触れ、ヨレモク鼠■揖gα舶gw、ウミト

ラノオ鼠地肌み叩〟、エゾノネジモク風y膨○朗させ。何

れも、寺によく生長し初夏から夏の終わりまでの間に成

熟する。

図18　立待岬の磯に繁茂するポウアオノリ

ホンダワラ類の林には多数の魚類、無脊椎動物が集い、

餌をと●り、産卵し、育っ。上記の10種それぞれに特徴あ

る枝・葉・気胞は、沿岸生物たちの揺りかご・保育園と

して大切な役割を果たしている。

ポウ7才ノリ

（緑藻　アオサ科　血亡8rOmO甲山h摘仙αぬ）

5－7月に茂辺地、立待坤、志海苔、戸井などの潮間

帯中一上部の岩礁や他の海藻上に繁茂する（図18）。藻体

は中空の細長い管状で、1層の細胞からなる。分枝する

ことは少なく、長さは5－20硯、塙1－10瓜n。或熟する

と体の先端が淡緑色に変わる。ライフサイクルはアナア

オサと同じ。学名助士〝OmO甲h h士朗肋αぬくエソテ

ロモルファ・インチスチナリス）は、属名・種小名共に

腸のことを意味し、その体形からつけられた。ポウアオ

ノリ群落内には、形態のよく似たヒラアオノリ且

¢○叩憎さ虞やスジアオノリ且♪椚〟良川も見つけること

がでさる。アオノリ類は何れも乾燥させてふりかけにす

ると香ばしくて美味。タコ焼善やお好み焼きのペストフ

レンドである。何処に居ても緑の粉は我々を海のイメー

ジへ誘う。

ノけ－


